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（2）お茶の会 

令和元年 11 月 4日に河野和彦会員（ 裏千家・宗匠 昭和 44年法学部卒）の主催により、「秋

のお茶会」が『慈緑庵』で行われました。午前 9名、午後 4名が参加しました。 

 

「11 月はお茶の正月」と言われる所以から始まり、茶会での作法、濃茶と薄茶の違い、茶器、

掛け軸の説明など、たっぷり『茶道に見る日本の伝統文化』の講義を受けながら、先ずは和菓子

と濃茶、そして干菓子と薄茶を頂きました。 

 

茶会では、正客のみがお茶会の主催者（亭主）と対話します。亭主は茶器や掛け軸あるいは生

け花などに趣向を凝らしているので、それに気づき亭主の造詣の深さを聞き出すところが、お茶

会の『文化の深さ』を飾る駆け引きだと理解しました。また、正客が同伴している他の客が亭主

に質問してほしいことを忖度して、質問するのも正客の役割とか。 

 

（新田記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （3）ゴルフ大会      

・２０１８ 秋の三田会ゴルフ 

2018 年 11月に小田急藤沢ゴルフクラブにて開催予定でしたが雨天のため休止よなりました 

 

・２０１９ 春の早慶懇親ゴルフ 

2018 年 4月 23日に大厚木カントリークラブ 桜コースにて開催しました。団体戦 上位 5名の

ネットスコアの成績により慶應が勝利いたしました。 

  

個人戦  優勝  土田ますみさん（慶應応援団） 

      ２位  渡邊悦元さん（慶應） 

      ３位  真鍋藤正さん（早稲田） 

 ベストグロス 菊地弘さん（慶應）８６ストローク 

 

尚、２０１９秋の三田会ゴルフ会は 11月 28日小田急藤沢ゴルフクラブにて開催予定です。   

大岡正明 （昭和 40年 法学部卒）記 
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(4) 三田キャンパス 歴史的建築見学会 

 10 月 5日大和三田会有志で三田キャンパス見学会を実施しました。 

実はこの見学会は、大和三田会第 9回総会（2016年）で橋本まゆ氏（慶應義塾大学アートセン

ター所員、石塚副会長の姪御さん）の「三田キャンパスの戦後復興とノグチ・ルーム」と題した

講演の関連として、3年越しで今回実現できたものです。 

たまたま今秋慶應義塾大学では三田演説館等の修復も終わり「三田キャンパス建築プロムナード 

建築特別公開日」の特別企画中で、実施については橋本まゆ氏の助言も頂きまた同氏にご案内頂

きました。 

 参加者 7名（石塚・大岡・菊地・河野夫妻・常泉・橋本）は 10時 15分田園都市線中央林間駅

に集合。三田キャンパスの萬来舎塾員ルームにて橋本まゆ氏と 2才になるご長男（瑛君）と合

流。昼食のあと同氏から本日のルート、見所等の簡単な説明を聞き三田の山の散策スタートとな

りました。 

 当日は気温 30度と、10月としてはまれにみる暑さとなりましたが、湿度は低いため過ごしやす

くまた素晴らしい晴天に恵まれ絶好の散策日和でした。 

広場中央の大イチョウは、周りにベンチができたためか下枝がかなり落とされ何かこころなげな

印象でした。 

 まず向かった三田演説館は、福沢諭吉によって建設されたわが国最初の演説会堂で、明治 8年

(1875)開館時は今の塾監局の北側あたりにありましたが、大正 13年(1924)に現在のところに移築

されました。木造瓦葺・なまこ壁という日本独特な手法が用いられている明治初期の洋風建築の

極めて珍しい遺構とされ、重要文化財に指定されています。当日は内部も写真撮影可で、かなり

ごったがえす中一番奥の福沢諭吉像を撮る人も多く見られました。 

 次に中庭の大イチョウの脇をつっきり塾監局と図書館の間を抜け、福澤公園の銅像等を見つつ

旧図書館に行きました。赤レンガと漆喰の白のコントラストが快晴の青空に映える堂々とした建

物で、外壁を同じ造りとした桜田通りに面する隣接の東館とも相まって、重厚かつレトロな雰囲

気を醸し出しています。 

内部に入ると正面階段の踊り場に、「ペンは剣よりも強し」と下部にラテン語表記のある鎧の武

士と天使の図柄のステンドグラスがあります。大正 4年(1915)に制作されましたが昭和 20年戦災

で失われ、昭和 49年(1974)同じ手法で新たに復元されました。 

1階から仰ぎ見ると、こげ茶色の階段や手すりのむこうの北側のちょっと薄暗い壁にステンドグラ

スが浮き上がり幻想的な雰囲気でした。 

 そのあと旧図書館を出て、戦前に建てられた第一校舎の階段と手すりを見学し、南館の旧ノグ

チ・ルームに向かいました。 

ノグチ・ルームは、日系アメリカ人の彫刻家・造形作家のイサム・ノグチが、三田キャンパスの

戦後復興を託された谷口吉郎から、第二研究室に計画中の談話室について協力を求められ、内装

と家具、庭園をデザインしたものです。直線を基調とする谷口の建築と、曲線を多用し様々な素

材を採用したノグチのインテリアデザインとが調和したノグチ・ルームは、モダニズム様式の傑

作として国内外に知られています。 

ノグチ・ルームは平成 15年（2003）に解体され、現在の南館 3階の屋上スペースに、隈研吾氏の

手を経て竣工時とは姿を変えて移築されました。 
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庭園からは三田の丘の西側にあたる三田綱町界隈が見渡せ、また氏の作になる「無」と題する灯

籠をモチーフとした石像が立っています。 

 南館を出て、西校舎脇の木陰のベンチに座り自販機の飲み物で一服しました。昔懐かしい学食

で休もうとしたのですが、2 時半までとのことで残念でした。 

 三田キャンパスの見学は終わりましたが、最後に石塚副会長のお孫さんが練習しているという

中等部の剣道場に向かいました。 

西門を出て綱町三井クラブの塀にそって 5分ほど行くと、野球場と剣道柔道場がありました。野

球場の脇に早慶戦百周年記念碑があり、それによれば略「第一回早慶野球対抗戦がここ三田綱町

グラウンドで明治 36年（1903）11月 21日に行われ、慶應が 11対 9で勝利した。平成 15年

（2003）早慶戦 100周年にあたり記念碑を建立する。」由。 

剣道場では、お孫さんが指導の先生に話を通してあったのか、すぐに部員たちが椅子を用意して

くれ、ひとしきり掛け声と床の鳴る音の中で気の引き締まる心地よい時を過ごしました。 

見学会は午後 4時頃ここで解散となり、夫々充実した一日に満足し帰路につきました。 

                                 （橋本 記） 
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4. 寄稿  

(1)  詩歌は語る 梶谷昌廣 昭和３８年経済学部卒 

元号「令和」は万葉集から選ばれた。 

 

古い時代の歴史は戦いの歴史といっても過言ではない。万葉集のこの歌にも戦いを出来るだけな

くしてもらいたいという願望が込められているのかもしれない。 

 

詩歌は決して詩人だけの専売特許ではない。歴史上に登場した人物の作品も数多く目にすること

が出来、そこには知られざる歴史の裏側を垣間見ることが出来る。時空を超えた登場人物の直々

の生々しい心情が伝わってくるのであるのが興味深い。 

 

ここで取り上げた人物 項羽と上杉謙信はこの作品しか残されておらず詩歌はズブの素人といっ

てよい。 

 

中国では漢楚の戦い（紀元前１世紀）があり項羽はそれまで連戦連勝と破竹の勢いであったが 

劉邦軍に追い詰められ敗北を悟った、周囲は四面楚歌の状態であった。 

京劇でも名場面としてとりあげられ 上演されている。 

 

項羽は家来との別れの杯を交わし 更に一人で酒をぐいぐいあおり即興詩を歌った。 

   

力山を抜き 気は世を蓋う （力は山を引き抜くほど。気迫は天下を蓋うほど） 

  時に利あらず スイ（名馬）逝かず （しかし時は私に味方せず、愛馬の騅も動こうとしない） 

  スイ逝かざるは如何にすべき （騅が動かないのをどうしたらいいのだ） 

  虞や 虞や 汝を如何せん （虞よ、お前をいったいどうしたものか） 

 

項羽の愛人 虞姫は既にそれは何を意味するかを感じており すぐさま剣を取って舞った。 

虞姫が舞い終わるとすぐに項羽は剣を抜き一刀で切り下げた。 

漢楚の戦いから千年の後 北宋の詩人が虞姫を讃え虞美人草の詩を詠んでいる。 

 

川の流れは昔も今も変わらないが 激しく戦った楚も勝利した漢も今や兵土と化してしまった。

そこには虞美人草だけが風にそよいで舞っている。結局 勝利したのは虞姫だったのかもしれな

い。 

 

日本では上杉謙信は武田信玄と川中島で激しく戦いながらも信玄が必要とする塩を送った話は有

名で今も塩の道として残されている。敵味方に関係なく武将として信玄に一目置いていたと考え

られる。このことから謙信は義を重んじる武将として知られている。 

 

他にも謙信が信念を貫く武将として知られる所以は柴田勝家を総大将とする織田信長軍を手取り

川の戦いで撃破、逃げ落ちる織田軍に追い打ちをかけずそのまま引き上げたことである。攻めて

くるものとは戦うも逃げるものは追わずとの彼の信念が働いたものと思われる。手取川の戦いの

勝利の後能登半島にある七尾城に凱旋入城した時 詠んだ有名な詩「九月十三夜」がある。謙信

が得意満面の顔で能州平野を一望している姿が目に浮かびこの勝利に美酒に酔いしれていたので

はないかと思う。七尾城は既に取り壊されてその美しい姿を見ることが出来ないが その城跡は

今も小高い山の高台にのこされている。 
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        霜は軍営に満ちて秋気清し 

        数行の過雁月三更 

        越山併せ得たり能州の景 

        さもあらばあれ 家郷遠征を憶う 

 

先日 ＴＶ【特別番組】“西陣 那智の大滝に挑む”を見た。久々に見ごたえある番組であっ

た。京都の西陣が熊野那智大社のご神体である那智の大滝を西陣織の帯に織り上げる苦闘が放映

されていた。一見ただの風景画のようであるが 対象はご神体である那智の大滝である。問題は

厳かさを兼ね備えた彩色（岩肌）と滝の物凄い勢いをその帯の上に如何に表現するかであった。 

問題解決に西陣の技術陣だけでは手に負えず大島紬の技術陣に応援を求めた。彩色は大島紬の”

泥染め“の技術で克服できたが 那智の大滝の勢いをどのように表現できるかが最後まで残っ

た。最後には西陣織の技術員 大島紬の技術員全員で那智の大滝まで足を運び実際に大滝の物凄

い勢いを目で確認し肌で体感し完成にこぎつけた。 

正に西陣 山口さんの 物凄い執念の勝利だったと思う。この素晴らしい帯に中國 NO.1 詩人 

李白の雄大なる情景詩から引用した【熊野那智の大滝を望む】の情景詩を添えれば  

この西陣織の帯も更に一段と輝きが増すであろう。 

 

     日は那智を照らして 紫煙を生ず 

     遥かに看る瀑布の長川をかくるを 

     飛流 直下 三千尺 

     疑うらくは是れ 銀河の九天より落つるかと 

 

 

(２)  あまり知られていない百貨店の仕事 後藤清久 昭和 48年 法学部政治学科卒   

今日は、多分皆様があまりご存じない百貨店の仕事について、昔を思い出しながら下手な文章

を並べてみました。なぜ百貨店の話しかと申しますと、何か書けと頼まれてうっかり了解してし

まったのですが、仕事の他に書けそうなことが無かったからです。 

私は昭和 48 年（1973）に政治学科を卒業し社会人となり、平成 22年(2010)に第１の人生を終

えるまで、髙島屋とその子会社髙島屋スペースクリエイツで過ごしました。花の売り場勤務は僅

か 2年間。39 歳にして突然「ベビー衣料・育児用品・マタニティー」の GMとして玉川店の売り場

を任され悪戦苦闘、半年で 6キロも痩せました。というわけでサラリーマン人生の殆どを世間一

般にはあまり知られていない、建装事業分野で過ごしてきましたので、その歴史と皆様がご興味

を持ちそうな点に絞って、ご紹介したいと思います。少し PR的になってしまいますが、お許しく

ださい。 

さて、百貨店と言えば誰しも明るく華やかで上質感のある売り場をイメージして頂けると思い

ます。昨今は小売業界に占めるそのシェアを落としつつも、顧客満足度（CS）を常に追求しなが

ら生き残りをかけて奮闘しております。この店内営業こそ百貨店の本流です。 

一方、店内営業に対して、ご存じの外商など店外営業がございます。所謂外商は法人相手と、

個人相手に分かれます。最近は、前者を法人事業、後者を外商事業と呼称しているようです。個

人を対象顧客とする外商部は、皆様が抱かれたイメージ通りです。店内商品の販売や店内外での

催事へのご案内、商品のお届などで皆様のお宅にもお邪魔しているかもしれません。一方の法人

事業についてはご存じないかと思います。どんな仕事をしているのかほんの一例をご紹介いたし
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ましょう。例えば、昔から皆様のお宅に新聞の購読契約獲得に訪れる新聞屋さんが持参する洗剤

を中心とした販促品。日本で一番発行部数が多い新聞社が、全国に配る販促品を一手に受注し、

全国の拠点に納品します。他にも大手食品・飲料メーカーなどの販促品は得意とするところで

す。その他、大手家電量販店の年末セールの景品。例えば土鍋数千個など。企画提案から納品ま

で多彩な業務をこなしています。もう一つ、世界を飛び回る航空会社の乗務員の制服。機長をは

じめキャビンアテンダントの方々を、ある一定期間内に、飛来する各地の空港にて待ち受け、個

別に採寸し、それらを取りまとめて海外で生産します。出来上がった制服は決められたスケジュ

ールに従って、国内の各拠点空港へ納品致します。これも長年培ってきた特別なノウハウと言え

ましょう。最近はオリンピックも近いので、もっと凄いことをしているかも知れません。 

そして店外営業のもう一つの柱、今回のテーマであります建装事業に移ります。読んで字のご

とく建築と装飾を意味します。髙島屋の創業は 1831年(天保 3年)に遡りますが、1878年(明治 11

年)に京都烏丸に段通店を開店したのが建装事業の嚆矢とされております。明治に入ると 1871 年

(明治 4年)廃藩置県により、京都藩邸の御用がなくなり、呉服方面の業務が一時衰退。変わって

靴のままで過ごす部屋のための絨毯がクローズアップされます。生活様式の洋風化と、洋風建築

が盛んになり、まずは急拡大する敷物需要に対応すべく新規開店しました。当時、段通とは敷物

の総称であったそうです。 

そこから以下に述べますように、室内装飾に始まり FF&E（家具・什器・備品）、アートワーク

ス、内装工事、造作工事、船舶艤装、車両内装、レジャー機器の製造販売と、業容を拡大してま

いります。一般の方が「百貨店がそんなことまでやっているの？」と、ご興味を持ちそうな納入

事例を、ほんの極一部ですが古い順に並べてみたいと思います。 

明治 18 年：大阪府庁舎で初めて窓掛けを受注 

明治 20 年：明治新宮殿に窓掛け、壁飾りの御用、後の宮内省御用達 

明治 22 年：帝国議会の玉座 

明治 23 年：初代帝国ホテルに窓掛け装飾品 

明治 23 年：軍艦「八重山」「高雄」に天皇・皇后・皇太子旗、及び軍艦旗 

明治 32 年：徳山と下関を結ぶ連絡船「豊浦丸」の船内装飾を受注し、明治 38年頃から 

北米航路・欧州航路の 1万トン級貨客船、以降、昭和５年の「氷川丸」など 

の内装仕上げが集中 

大正 4年：第１回全国中等学校優勝野球大会（現高校野球）の優勝旗、当時の価格で 1,500円

（地方から集まる全参加選手の旅費のおよそ 2倍の金額） 

昭和 14 年：髙島屋工作所が大阪に誕生 

（仙台・東京・横浜・大阪・福岡に開設、今は無き日本一の木工所） 

昭和 21 年：青函連絡船「洞爺丸」と、同型船「羊蹄丸」「大雪丸」「摩周丸」内装 

昭和 25 年：復興した歌舞伎座の緞帳を調整（制作全般） 

昭和 31 年：日本航空の国際線ダグラス DC-7等 6機分の内装 

昭和 35 年：東宮御所造作内装 

昭和 38 年：横浜髙島屋で国産唯一のボウリングマシン「オーディン」販売開始、昭和 

48年までに全国 880か所のボウリング場に２万レーン分のピンセッターと 

レーン、ボールクラスターを納品施工、ピーク時には加工されたレーン材 

（パイン・メープル）をカナダから空輸して施工 

 昭和 39年：新幹線０系のカーテン、カーペット  

 昭和 39年：東京オリンピックに向け、都市ホテルの内装設計施工。 

ニューオータニ、オークラ、パレスホテルなど他社と競争・指名で納入 

 昭和 41年：当時世界最大のマンモスタンカー「出光丸」21 万トン内装 



大和三田会 会報 No.12  36 

 昭和 43年：昭和新宮殿長和殿内装・家具・調度品（部分） 

昭和 46 年：「日石丸」37万トン内装 

昭和 49 年：迎賓館赤坂離宮大改修（部分） 

昭和 51 年：慶應義塾図書館改装工事 昭和 57年特注家具納入 

昭和 40 年~平成 9年「松島ホテル一の坊」「ホテル瑞鳳」「加賀屋」「水明館」等、和風 旅館

を一括受注。天皇と皇太子の部屋作りの違いについてノウハウがあったことが依頼

される要因でした。 

平成 2年：「スパービュー踊り子号」グリーン専用ラウンジ、子供室内装設計施工 

平成 3年：寒川神社客殿内外装・美術品（岡信孝画伯の寒川神社の春夏秋冬） 

平成 6年：「フェニックスリゾート・シーガイア」髙島屋の総力で、全ての施設の内 

設計・施工。FF&E（アートワークス、ユニフォーム、食器、サイン・備品）まで

単独で納入約 100億円以上 

 平成 17年：京都迎賓館（部分） 

 平成 25年：歌舞伎座の緞帳調整 

 

 以上はほんの一例ですが、高島屋建装の歴史には誰でもご存じの物件名が多々あると思いま

す。以上のような仕事を昔から百貨店が納めてきたのです。 

 

①その他 海外からのラグジャリ―ブランド各店舗の内装、日本進出の第 1号店を       

多く受注してきました 

②最近の話題 トランプさんが初来日時に会食した「銀座うかい亭」 

G20でトランプさんが宿泊したパレスホテル（部分） 

G20 でマクロンさんが会食した「表参道うかい亭」 

③大和市内 （旧）大和グランドホテル：造作・内装、 

中央林間テニス倶楽部：クラブハウス建築・他 

（旧）レストラン ラ・パレット：建築一式 

愛育病院：設計手伝いから内装全て。外部人工石材「ハッドストーン」を髙島屋

がイギリスから輸入してゼネコンに支給。 

 

時は流れ、時代は変わり、小売の中心が華の百貨店からスーパー（GMS）、コンビニ、ショッピ

ングセンター、ホームセンター、ドラッグストア、ブランドショップへと変遷したように、建装

業界も乃村工芸社、丹青社を筆頭とする総合専業者、百貨店系専業者、オカムラ、イトーキ、コ

クヨ等のオフィス家具メーカー等が、空間創造業として企画・設計・施工で鎬を削る時代となり

ました。 

高島屋建装事業 140年の実績はとてもこの紙面には書き切れませんが、衣・食・住を中心とした

小売業の百貨店が、住の分野でこれだけのことをしてきました。もちろん建設工事のなかでは最

終段階の内装仕上げが中心です。特に発祥が呉服系の百貨店（髙島屋・三越・大丸・松坂屋）が

この分野に秀でており、文化的にも大いに貢献してきました。昭和のバブル期に向かい、その規

模を拡大した高島屋の建装事業はピーク時の売上高は 1千億円に迫り、最早小売り業の枠を超え

ておりました。各大手百貨店は髙島屋に倣い(平成 13年)順次建装事業を分社化し、建設業の子会

社として切り離していきました。 

 現在の売上高は約３００億円規模に縮小しておりますが、空間創造業界ではいまだに重きをな

しております。現在の活動状況は髙島屋スペースクリエイツ㈱のホームページに詳しく紹介され

ております。ご興味のある方は綺麗な実績写真など、是非一度覗いて見てください。 

                                    以上 
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(3) ＜大和ところどころ＞   

市内鉄道主要駅の開設と発展（その 2） 

 小田急江ノ島線は昭和 4年に開通したが、前号に引続き大和市内の駅（南林間、鶴間、桜ケ

丘、高座渋谷）についてその開設と発展を見ていきたい。 

1. 南林間駅 

（1） 林間都市構想 3駅のひとつで、昭和 4年に「南林間都市駅」として開業。昭和 16年に現

駅名となる。 

駅開設の目玉は撮影所誘致であった。当時付近の騒音で支障を来していた松竹蒲田撮影

所が林間都市への移設を計画していたというが、結局実現せず撮影所は大船へ移った。 

（2） 江ノ島線開通と同じ昭和 4 年南林間に大和学園が開校する。創立者は小田急初代社長利

光鶴松の娘伊東静江である。聖心女子学院で学んだ静江は、カトリック精神を具現する学

園創設をめざし昭和 4 年夢を実現するが、一信徒による学園創設は世界でも例がないと

いう。 

静江の遺志を継いだ次女千鶴子は創立 50年にあたる昭和 54年学園名を「聖セシリア」

と改称、現在は幼稚園から短大までを含み「大和学園 聖セシリア」と称し今年（令和

元年）で 90周年を迎える。 

２. 鶴間駅 

（1） 南林間駅をでると大和駅まで 3 キロにわたって真っ直ぐな線路が続くが、列車はすぐに

減速して鶴間駅に到着する。南林間～大和間は江ノ島線の中で最も駅間が短い区間であ

る。 

鶴間駅は昭和 4年の開業と同時に開設され駅名は地名の鶴間からつけられた。 

しかし当時はまだこの辺りは相模野の原野だったはずが、なぜ隣の駅が目視できるほど

の至近距離に駅が作られたのだろうか。 

（2） 鶴間駅のある場所は、その昔「矢倉沢往還」が東西に通っていた。大山街道とも呼ばれ現

在の国道 246号の原型の一つとされる古道である。 

また下鶴間には南北に滝山街道と呼ばれる古道が通っていた。鎌倉の玉縄城と八王子の

滝山城を結ぶ、後北条氏の重要なルートであったという。 

下鶴間はこの東西と南北の古道が交差する交通の要衝であり、江戸時代には多くの旅籠

や商家が建ち並んでいた。 

鶴間駅周辺は当初民家もまばらであったが、古代からの交通の要衝として栄えた下鶴間

の近くにあり、将来的な発展を見越したからこそ駅を造ることになったのであろう。 

３. 桜ケ丘駅 

（1） 桜ケ丘駅は昭和 27年に開業した。大和～高座渋谷間の 4キロ余りに駅がなく新駅は近隣

住民の長年の悲願でもあった。 

その場所は江戸以前からの古道、中原街道と江ノ島線が交差する地点である。 

（2） 駅名は新興住宅地にありがちな名前だが、小栗判官（おぐりはんがん）伝説に関係してい

る。この付近で追手から逃げる小栗判官の鞍から桜の小枝が落ち、その後大木になって

「桜株」と呼ばれた。 
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駅名の候補に「桜株」も挙がったが、昭和 11年桜株踏切で秋祭りの帰路のオート三輪

と下り電車が衝突し 11人が犠牲となった悲惨な事故等も踏まえ、この名前は見送られ

現代風の名となった。 

（3） 駅の西口商店街を抜けると、程なく在日米軍厚木航空施設、通称厚木基地に行き当たる。

約 507 万㎡のこの基地は大和・綾瀬・海老名の 3 市にまたがる広大な敷地を持ち 2400ｍ

を超えるジェット機用の滑走路がある。 

厚木市域にないのになぜ「厚木基地」なのか。近隣で厚木の名が最も全国的に知られて

いたため…、奈良の大和や東京の綾瀬などと混乱させないため…、基地の所在を欺くた

め…。いわれは諸説あるが、今もって真相は謎という。 

昭和 30年代からジェット機の離発着が本格化するにつれ、事故（の可能性）や騒音が

社会問題化。「極東防衛の大義」と市民生活とのせめぎあいが続く。 

４.高座渋谷駅 

（1） 高座渋谷駅は昭和 4 年江ノ島線開通の時に開業、駅名はかつての地名高座郡渋谷村から

名付けられた。 

昭和 27年桜ケ丘駅開業に伴って数百メートル南にある現在地に移転した。昭和 39年に

は東海道新幹線が開通、駅の下を新幹線が走り抜けるようになる。 

（2） 現在は寒川町一町のみとなったが、高座郡は明治まで、北は現在の相模原市、南は現在の

藤沢市までを含む大きな郡で、馬入川（相模川）東岸の約 100 の村が所属していた。横浜

開港後、居留外国人の豚肉需要を賄うため、改良を重ねて高級ブランドとなった高座豚の

名が知られている。 

渋谷村の名は中世にこの地で勢力を張った渋谷氏が由来である。現在の綾瀬市から藤沢

市までの広い一帯を支配下とし、合わせて 66か村を「渋谷庄」と称した。東京にも分

派が移住し、渋谷区の名のもとになったといわれる。 

（3） 駅の東寄りにある渋谷小学校は明治 27年創設と歴史ある学校で、今年（令和元年）創立

120 周年を迎える。 

明治 6年に常泉寺にできた桃鶏学舎がこの小学校の前身といわれているが、常泉寺はま

た花の寺として有名で、特にミツマタは開花期には多くの参拝客で賑わう。 

本稿は「つる舞の里歴史資料館」より資料提供等のご協力を頂き、会報委員会で纏めたもので

す。写真はいずれも昭和 40年頃撮影されたものです。 

（橋本記） 

 

    

 

 

   鶴間駅                  南林間駅 
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5．その他  

「三田評論」誌への寄稿を行いました。  

  

   桜ヶ丘駅                 高座渋谷駅                   
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大和三田会 ホームページ 

大和三田会では設立１０周年記念事業の一つとして、ホームページを開設しました。新年会や総

会の場で画面をご覧いただき、会員の皆様に便利にご利用いただけ、ひいては会員の増強に努め

てまいります。 

 yamatomitakai.com または下記 QRコードで HP にアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 令和２年新年会のご案内 

 令和２年１月１1日土曜日午後 6時より、横浜うかい亭で新年会が開催される予定です。 

 

                      
ホームページ作成委員会 

 

 


